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東京エレクトロングループでは、国内外において地域社会とのコミュニケーションを通じ、

信頼関係を築きながら、ともに発展していきます。

社会とのコミュニケーション（企業市民活動）

SOCIAL REPORT 

企業市民活動についての考え方
　当社グループでは、「社会に対し、常に規律を守り、

協力的でありたい」「社会の健全な発展のために協調

することが私たちの義務である」という考え方のも

と、国内はもちろん、海外においても様々な企業市

民活動を展開しています。今後も地域社会との信頼

関係を築きながら、ともに発展していきます。

工場見学会の開催（日本）
　東京エレクトロンAT株式会社、東京エレクトロン

PS株式会社、東京エレクトロン東北株式会社、東京

エレクトロン九州株式会社では、地域の皆様とのコ

ミュニケーションを積極的に推進し、事業所の活動

を理解していただくため、近隣の皆様向けに工場見

学会を開催しています。「近くに住んでいても見学で

きる機会がなかったので、このような見学会を企画し

ていただき有難く思う」「社内は大変綺麗で、製品の

取り扱いにも細心の注意をされている様子。お忙し

いなか、地域とのコミュニケーションを深めていた

だき、本当に有難うございました」といった感想が寄

せられました。

工場見学会

中学生向け職場体験学習（相模）
　東京エレクトロンPS株式会社では、近隣の中学生

を対象に職場体験を通して働くことの意味や意義、

大切さを学び、自分にあった職業を選択することに

役立ててもらうことを目的に職場体験学習を実施し

ています。2008年度は2回開催し、合計8名の中学

生を受け入れました。工具の取り扱いなどの説明をし

た後、実際に製作図面を参考にケーブルの製作、点

検などの様々な作業を行いました。今後も継続して、

職場体験の機会を提供していきます。

職場体験学習

植樹活動（日本、アメリカ）
　東京エレクトロン九州株式会社では阿蘇の俵山で

植樹活動を行っています。4回目となる今回は211名

が参加し、1,000本の植樹を行いました。また、佐賀

県鳥栖市河内地区で「企業の森林づくり活動」におけ

る協定を鳥栖市と結び、社員とその家族計49名が参

加し約160本を植樹しました。今後5年間、鳥栖市北

部の河内ダム沿い約5,000平方メートルにおいて、

植樹活動や下草刈りが行われる予定です。

　また、アメリカでも植樹活動を行っており、テキ

サス州に拠点があるTo k y o E l e c t r o n U . S . 

Ho ld ings, Inc.とニューヨーク州に拠点がある

TEL Technology Center, America, LLCでは、

社員ボランティアを募りオフィスの敷地内で植樹を

行っています。

九州での植樹活動
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アメリカでの植樹活動



淀川の清掃活動（大阪）
　東京エレクトロングループの関西3拠点が合同で、

淀川の清掃活動を行いました。今回の活動は、淀川

河川敷を練習場所にしている当社グループのジョギ

ングクラブが企画しました。社員の家族を含む総勢

57名が参加し、3チームに分かれ、集めたごみの多さ

を競い合いました。今後もこのような活動を通じて、

地域社会に貢献していきたいと考えています。

新入社員研修における社会貢献活動（九州）

　東京エレクトロン九州株式会社では地域社会への

貢献活動を新入社員研修に取り入れています。

　2008年度の研修では6グループに分かれ「福祉」

をテーマにグループごとに活動内容を計画し実行し

ました。児童福祉施設や医療・老人施設などへの慰

問、夏祭りや地域の献血活動のボランティアスタッ

フなど様々な活動に参加しました。関係者からは、新

入社員の主体的な活動に対して多くの感謝の声をい

ただき、実りの多い活動となりました。

アメリカでの取り組み
　Tokyo Electron U.S. Holdings, Inc.では、地域

社会との交流および貢献の一環として、6ヶ月ごとに

就業時間内の最高4時間をボランティア活動に使用

できる制度を導入しました。これまでに60名以上の

社員がこの制度を利用し、介護施設や地元小学校の

算数および理科の授業のサポート、地元NPOの活

動に参加しています。

　また、同社では社員に日々の生活で環境問題に取

り組んでもらうために、イントラネットやニュースレ

ターの配信を通じてカーシェアリングなど様々な

情報提供を行っています。さらに、3R（Recycle、 

Reduce、 Reuse）の取り組みに、社員同士で必要の

なくなった物品の売買を奨励するRebuyを加えた4R

を推奨しています。社員同士での不要品の売買や、紙、

ダンボール、カン、ビン、ペットボトル、電池や携帯

電話などリサイクル可能な物資が社員の家庭でリサ

イクルできない場合、会社に持参するように促し、同

社がリサイクルしています。
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社会とのコミュニケーション（企業市民活動）

淀川清掃活動

新入社員研修での
社会貢献活動

社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
企
業
市
民
活
動
）

小学校の授業での
サポート風景

携帯電話のリサイクルボックス
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